
１ アオコの原因として栄養物質の量が著しく多くなっていることが考えられますが、そ 

の原因は何ですか。 

 

 大沼・小沼・蓴菜沼などの水面部分と、その周辺の降った雨が大沼・小沼・蓴菜沼な 

どに流れ込む陸地部分を囲ったエリアのことを大沼流域と言います。 

（大沼流域図は七飯町 H.P.に掲載されています。） 

その大沼流域において人間の活動が活発になることによって栄養物質が多く発生し、 

それが河川等を流れる水に運ばれて大沼に流入することで、大沼湖内の栄養物質の量が 

著しく多くなっていると考えられます。 

 

 栄養物質の流出元として考えられるものは、生活排水、工場・事業場等の排水、農林 

水産業に伴うものが挙げられます。 

生活排水については下水道整備地区では下水道への接続を進め、また下水道未整備地 

区では各家庭が役場に申請して行う合併浄化槽導入事業の普及推進を行い、工場・事業 

場等の排水は北海道渡島総合振興局が調査・指導を定期的に実施し、農林業に伴うもの 

は研究機関が原因究明調査を行っているところです。 

 

２ 大沼は環境基準を満たしていないと言われていますが、その原因は何ですか。 

   

 環境基準を満たしていない原因は問１の回答と重複しますが、大沼流域で環境基準以 

上のものが発生し、大沼に流入しているためと考えられます。 

 

３ ホームページに COD 基準を満たしていない原因として、有機物による水質汚濁とあり 

ましたが、それは具体的にどういうことですか。また。肥料や排水による水質汚濁の具 

体的な意味も教えてください。また、上記２つのことの原因に人間は関わっているので 

すか。 

 

（七飯町 H.P.に掲載の COD の用語解説にある「有機物による水質汚濁」について） 

生活排水、工場・事業場等の排水、農林水産業に伴う事業活動によって有機物が発生 

し、それが河川や排水路を流れる水に運ばれて大沼に流入することで、大沼湖内の有機 

物の量が増加して、その結果 COD の数値が上昇します。 

 有機物による汚濁が極端に進んでしまうと、水中の酸素が少なくなって魚や昆虫、植 

物が生きていけなくなり、また硫化水素やアンモニアが発生して悪臭の原因になり、結 

果として人間の都合で自然環境を勝手に変えてしまうことになります。 

 

 



（七飯町 H.P.に掲載の全リンの用語解説にある「肥料や排水による水質汚濁」について） 

 肥料とは植物を生育させるための栄養分で、特に窒素・リン酸・カリウムは肥料の三 

要素と言われています。 

農業において肥料は一般的に利用されており、畑に直接撒いて使用されていますが、 

撒いた直後に強い雨が降ると、流されて農業用排水路を通り河川に流入することがあり 

ます。 

肥料は植物の生育に重要である一方で、同時にアオコの正体である植物プランクトン 

の生育にとっても重要な要素となります。詳しくは、七飯町 H.P.の「アオコについて」 

をご覧ください。 

 

 （人間の関わり） 

  前述の回答にあります通り、有機物による水質汚濁、肥料や排水による水質汚濁の両 

方に人間は関わっています。 

有機物や肥料に含まれるリンは元々自然界に存在していますが、人間の活動の活発化 

によってそれらの発生量は著しく増大し、それが大沼に流入することで自然界のバラン 

スが崩れてしまいます。 

 

４ 七飯町役場として、大沼の水質汚濁にどのように関わっているのですか。 

 

  大沼の水質汚濁防止対策は、そのことについて話し合う大沼環境保全対策協議会を設

置して対策を行っています。 

（大沼環境保全対策協議会の概要は七飯町 H.P.をご覧ください。） 

 七飯町役場はその協議会の事務局として会議の運営を主導するとともに、その協議会 

が策定した大沼環境保全計画に基いて、計画に登載されている対策の検討及び実施をし 

ています。 

 七飯町以外の関係機関についても、七飯町と同様に計画に登載されている対策の実施 

検討及び実施をしています。 

 

５ 七飯町役場が推奨している、町民が出来る水質改善に向けての取り組みは何ですか。 

 

  ○ 下水道区域に住んでいる方 

    家庭から出る生活排水を下水道に接続する。 

  ○ 下水道区域外に住んでいる方 

    七飯町の補助金を活用して合併処理浄化槽を導入し、家庭から出る生活排水をそ 

こに接続する。（栄養物質を河川・水路に流さない。） 

 合併処理浄化槽未導入の方は、廃食用油や固形物を台所排水から流さない。 



  ○ 農業者の方 

    肥料を畑に撒く際には天気の動きを把握し、台風の接近直前や降雨前の施肥は避 

   ける。 

 

６ 大沼に生息する生き物、大沼で起きている問題、大沼の水について教えてください。 

 

 （大沼に生息する生き物）代表的な生き物のみ記載しています。 

  【野鳥】 

    アカショウビン、カワセミ、クマゲラ、アカゲラ、ヤマゲラ、オオアカゲラ、ヤ 

マガラ、ゴジュウカラ、シジュウカラ、ヒガラ、ヤマセミ、オオルリ、キビタキ、 

ルリビタキ、キクイタダキ、ヨシキリ、エゾセンニュウ、アオサギ、ダイサギ、バ 

ン、コハクチョウ、オオハクチョウ、マガモ、カルガモ、オジロワシ、オオワシ 

  【動物】 

   [哺乳類]ヒグマ、エゾリス、キタキツネ、タヌキ、エゾモモンガ、エゾシカ、キテン 

   [魚類]コイ、ワカサギ、ヘラブナ、マブナ、イトヨ、アメマス、モズクガニ 

   [両生類]エゾサンショウウオ、ウシガエル 

 

  （大沼で起きている問題） 

    近年、日本各地で外来種の持ち込みが問題となっており、池や沼の水を抜いての 

外来種駆除も様々な場所で実施されていますが、大沼においても外来種の問題があ 

ります。 

 上記の「ウシガエル」も過去に海外から持ちこまれた外来種です。 

  

  （大沼の水） 

    大沼の水質に関するものは、これまでの質問で回答しているので省略し、それ以 

外の部分でお伝えします。 

 

大沼の水は本来は鹿部町を通り噴火湾に流れ込むところ、1966 年からは小沼の南 

端から地下トンネルを通って大野平野の久根別川に流され、大野平野の水田に利用 

された後に最後は函館湾に流出しています。 

（その水路は七飯町 H.P.の大沼流域図にも「北電排水ルート」として載っています。） 

 つまり、大野平野で作られ広く道南で食べられているお米の一部は、大沼の水で 

作られていることになります。 

大沼の水は大沼だけで利用されているのではなく大野平野一帯でも利用されてい 

て、みんながその恩恵を受けていることから、みんなで大沼の水質を守り、守った 

水をみんなで賢く利用していく WISE USE（ワイズユース）の考え方が重要です。 


